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DX推進リーダー養成プログラム構成要素
実施形式項目 担当概要テーマ 時間

Day1
11/27

Day3
1/9

Day2
12/4

Day4
1/30

Day5
2/20

企業内変革 内山氏

レクチャー

IT変革

DXのための環境整備としての企業内変革

情報システムの変遷と課題、DXにおけるIT環境見直しの意義、DXにお
けるITシステムの検討ポイント

野々垣氏

ケーススタディ②
IT変革

鑓水氏ケーススタディ

ケーススタディ③
IT変革＆DX推進

日清食品HDのIT変革（IT環境の整備）事例を基にしたケースディス
カッション

NTTドコモのIT変革およびDX推進事例を基にしたケースディスカッション 鑓水氏

ワークショップ③
IT変革

事務局

ケーススタディ

デジタルビジネス

自社におけるIT変革（IT環境の整備）についてのフォーカステーマとアク
ションプランの検討

世界で進展するDX、DXの背景、日本における現況、DXにおけるリスク、
今後の方向性

三谷氏レクチャー

レクチャー

ケーススタディ①
DXの実践

ANAのDXの実践およびDXの環境整備事例を基にした
ケースディスカッション

GLOCOM
櫻井氏

ワークショップ

ワークショップ①
DXの全体像・DXの環境整備

DXの全体像のダイアローグ
自社の企業内変革についてのフォーカステーマとアクションプランの検討

事務局

DX推進 DX推進リーダーのあり方、DX推進について総括 三谷氏

ラップアップ 全体総括（Wrap up） 野々垣氏

ワークショップ

ワークショップ

DXの全体像 内山氏DXの定義・全体像について

ワークショップ
ワークショップ④
DX推進

Day1～4の振り返り、自社のDX推進についてのフォーカステーマとアク
ションプランの検討

事務局

レクチャー

レクチャー

DXの実践

DX推進

DX推進

2.5h

2.5h

2.5h

2.5h

2h

2h

3h

4h

1h

1h

3h

ワークショッププレゼンテーション
自社における今後のアクションプランをプレゼンテーション
ディスカッション

野々垣氏6h

ケーススタディ

DXの
全体像

IT変革

ワークショップ②
DXの実践 事務局

自社のDXの実践（ビジネスや業務の変革）についてのフォーカステーマ
とアクションプランの検討

ワークショップ 2h

オリエンテーション 0.5h 事務局プログラム全体概要説明・アイスブレイク レクチャー

各自プレゼン準備

レクチャー振り返り Day1～4の振り返り 三谷氏0.5h



DXの全体像と本プログラムの進め方

ビジョン

アクション

DX要素
（深堀）

Day1

企業内変革

Day2

DXの実践
（業務やビジネスの変革）

Day3

IT変革

Day4

DX推進

Day1 DXの全体像

DXの環境整備

DXの実践
（業務やビジネスの変革）

IT変革企業内変革



本日の進め方



プレゼンテーションの目的と進め方

■目的
参加者一人一人にDay1-Day4の学びを踏まえて自社のDXのビジョンと具体的
なアクションを提案してもらい、学習度を評価いたします。

■進め方
• 発表者のプレゼンを3人ずつ行い、3人のプレゼンの終了後に委員ならびに他の
参加者からの質疑応答・対話をまとめて行います。（フィードバックセッション）こ
れを人数（ラウンド）分繰り返します。

• 聴衆はプレゼン時にフィードバックシートを記入し、フィードバック終了時に各発表
者に渡します。（委員の方のフィードバックシートは後日改めてお渡しします。）

• フィードバック時は委員と参加者含めて質疑やコメントなどを各発表者のテーブル
で行います。参加者はどこのテーブルで話を聞いても構いません。



会場イメージ

プレゼン時

机A 机B

机C

スクリーン

フィードバック時

机A 机B

机C

スクリーン

委員 委員

委員

フィードバック時
の移動は自由



1人 分

発表時間



聴衆の皆様へのお願い
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発表を聞きながら、お手元のフィードバックシートに

コメントを記入してください。



参加者には各項目の流れでプレゼンを作成・発表をしてもらいます。
No.2,3,4の一部はDay1~4のワークシートを参考に作成し、それ以外はDay4までの講義を参考に
Day5までに用意してください。

（参考）プレゼンテーション 発表内容概要

No 項目 Day1 Day2 Day3 Day4 Day5までの
課題

1 自社の現状認識 ◎

2 DXを推進して実現したいこと（DXの実践）

-新規ビジネスの創出やビジネスモデルの変革 △ ○ ◎

-既存事業の変革 △ ○ ◎

3 DXを推進するために実現しなくてはいけない事（DX環境の再整備）

-企業内変革 ○ ◎

-IT環境の整備 △ ○ ◎

4 自社でDXを推進するために実施すること

-具体的な活動テーマ △ ◎

-最初の三か月のアクション △ ◎

Day1~4のディスカッションでの対応状況

△：薄く対応
○：フォーカスして作成
◎：完成



（参考）本日までに準備すること

1. 自社の現状認識
• 改めて、DXを実施するうえでの自社の現状、問題について検討してください。そのうえで、
その内容を「自社の現状認識」としてまとめ、ご説明ください。

2. DXを推進して実現したいこと（DXの実践）

3. DXを推進するために実現しなくてはいけない事（DX環境の再整備）
• Day1からDay3での検討結果、Day4で検討した各項目についての目標、チャレンジポ
イント、主な活動を踏まえて、再度内容について検討し、ご説明ください。

4. 自社でDXを推進するために実施すること
• DXリーダー推進プログラムで検討してきたこと、上記でまとめた内容を踏まえて、自社で

DXを具体的に推進していくための活動テーマについて検討し、ご説明ください。

• 活動テーマについて、最初の3か月で推進するアクションについてまとめ、ご説明ください。
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Let`s start !!



お疲れ様でした
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DX推進リーダー養成プログラム
Day5 ラップアップ

2020年2月20日

一般社団法人日本情報システム・ユーザー協会

主席研究員 野々垣 典男

Norio Nonogaki



DX推進リーダー養成プログラム構成要素

Day1
11/27

Day3
1/9

Day2
12/4

Day4
1/30

Day5
2/20

企業内変革 内山氏

レクチャー

実施形式項目 担当

IT変革

DXのための環境整備としての企業内変革

情報システムの変遷と課題、DXにおけるIT環境見直しの意義、DXにお
けるITシステムの検討ポイント

概要

野々垣氏

ケーススタディ②
IT変革

鑓水氏ケーススタディ

ケーススタディ③
IT変革＆DX推進

日清食品HDのIT変革事例を基にしたケースディスカッション

NTTドコモのIT変革およびDX推進事例を基にしたケースディスカッション 鑓水氏

ディスカッション③
IT変革

事務局

ケーススタディ

デジタルビジネス

自社におけるIT変革（IT環境の整備）についてのフォーカステーマとアク
ションプランの検討

世界で進展するDX、DXの背景、日本における現況、DXにおけるリスク、
今後の方向性

三谷氏レクチャー

レクチャー

ケーススタディ①
DXの実践

ANAのDXの実践およびDXの環境整備事例を基にした
ケースディスカッション

GLOCOM
櫻井氏

ワークショップ

ディスカッション①
DXの全体像・DXの環境整備

DX全体像のダイアローグ
自社の企業内変革）についてのフォーカステーマとアクションプランの検討

事務局

まとめ：DX推進
Day1～4の振り返り、DX推進リーダーの在り方、
DX推進にについて総括

三谷氏

ラップアップ 全体総括（Wrap up） 野々垣氏

ワークショップ

ワークショップ

DXの全体像 内山氏DXの定義・全体像について

ワークショップ
ディスカッション④
DX推進

Day1～4の振り返り、自社のDX推進についてのフォーカステーマとアク
ションプランの検討

事務局

レクチャー

レクチャー

DXの実践

DX推進

DX推進

テーマ

2.5h

時間

2.5h

2.5h

2.5h

2h

2h

3h

4h

1.5h

1h

3h

ワークショッププレゼンテーション
自社における今後のアクションプランをプレゼンテーション
ディスカッション

野々垣氏6h

ケーススタディ

DXの
全体像

IT変革

ディスカッション②
DXの実践 事務局

自社のDXの実践（ビジネスや業務の変革） ）についてのフォーカス
テーマとアクションプランの検討

ワークショップ 2h

オリエンテーション 0.5h 事務局プログラム全体概要説明・アイスブレイク レクチャー

各自プレゼン準備
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全体総括
（Wrap up）
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「DX」を再確認する

あなたが考える「ＤＸ」とは何ですか？

• まず個人で考える（５分間）

• その後ひとりずつ発表（一人あたり２分間程度）

•検討ポイント例
➢ Day1に考えたDXが、どのように変わってきたのか

➢ DX推進のために自分はどう変わるのか

➢ DX推進で自社（自部門）をどう変えるのか
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講師からのコメント

講師の方々へ

DX推進「最初の一歩」に向けて

エールを贈ってください
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お疲れ様でした！
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